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謹
賀
新
年

今
年
に
か
け
る
二
文
字

（
議
席
順
）

　
　

4 番議員　青
あ お と  

砥　與
ようぞう

藏

変　革
イノベーションのジレンマ

8 番議員　鈴
すずき 

木　安
やすつぐ

次

創　造
新たな塙町の創造

7 番議員　鈴
すずき

木　茂
しげる

　

努　力
努力に勝る宝物はない

６番議員　吉
よしだ

田　克
かつのり

則
地　域

振興や活性化の根本

5 番議員　高
こうえん

縁　光
ひかる

　

希　望
成功に導く基がある

12 番議員　藤
ふじた

田　一
かずお

男

信・複
失われた議会の信用を取り戻す

11 番議員　小
こばやし

林　達
たつのぶ

信
感　謝

議員活動は町民の支えによって

10 番議員　割
わりがい

貝　寿
としかず

一
責　務

議員としての務めを果たす

9 番議員　小
こみね

峰　由
よしひさ

久
行　動

今動かないでどうする

議　長　大
おおなわ

縄　武
たけお

夫
忍　耐

難局を我慢強く

副議長　鈴
すずき

木　孝
たかのり

則

不　屈
不撓不屈の精神で

3 番議員　吉
よ し だ

田　広
ひろあき

明

一　心
多くの人が心ひとつに

2 番議員　下
しもじゅう 

重　義
よ し と

人

未　来
皆の町づくりのために

1 番議員　七
ななみや 

宮　広
ひ ろ き

樹

情　熱
塙町に対する思いと行動

・開催日　令和元年１１月２２日（金）
・時　間　午後６時３０分から午後８時
・場　所　塙町防災センター３階会議室
・内　容　令和元年議会活動報告及び意見交換会

参加された方からの意見 議会からの返答

幸せ実感のまちづくりとは健康増進だと思うが、
健康センターを作って欲しい。

健康センターは町に必要なものであり働きかけ
をしたい。

旧常豊小学校の利活用はどうなっているのか。 ダリアの輸出会社が利用する話や、県に誘致を
求めている林業アカデミーなどがある。

台風 19 号に対する議員活動はどうだったのか。
10 月 17 日に町内の現地調査を実施し、その際
担当課より被害件数等の報告もあった。町は今
回の災害に素早く対応できた。

町の林業施策をどう考えているか。
ふくしま森林再生事業の継続を要望中。
林業アカデミーの要望活動として令和 2年 1月
に県へ陳情する予定。

男性の保健推進委員の積極的参加を推進しては。 町も男性の参加要請や推進委員、地域サロンを増やして対応している。

塙工業高校存続に向けてどのくらい陳情したの
か。 

町や東白川町村会、議長会などで計３回実施。
今後議会としても行う。

道の駅はなわのトイレを改修すべき。 県が改修工事を予定している。

＜こんな意見もありました＞
・インスタグラムを活用して観光に力を入れてはどうか。
・道の駅はなわに電気自動車専用の充電施設導入を検討してはどうか。
・林業アカデミー誘致後に、ワークショップやインターンシップを行ってはどうか。

男性　　
　11名

女性　　
　３名

参加者の
年代

意見交換会
の印象

議員の
説明は

40代
　1人 7%

50 代 
　2 人 15%

60 代～
　11 人 78%

よかった
　12人 85%

悪かった 
　0人 0%

どちらでもない
　2人 15%

わかった 
11 人 78%

分かりにくい 
　0人 0%

どちらでもない 
　3人 22%

アンケート集約データ

まちづくりに向かって令和元年
議会報告会

活発な
意見交換

活発な意見交換のようす
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12月

臨 時 会 の
あ ら ま し

塙町議会初の百条委員会設置

　令和元年 12 月 2
日に第 7 回臨時会
（会期 1日間）が午
前 10 時より開会さ
れ、議員発議1件（事
務調査決議）と町長
提出議案 3 件（全
て専決処分）の審議
を行いました。

　

台
宿
北
原
地
内
の
定
住
促
進
住

宅
新
築
に
関
す
る
入
札
事
務
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
７
月
臨
時
会

で　

百
条
委
員
会
を
設
置
す
る
今

回
と
同
様
の
議
案
を
審
議
し
、
賛

成
少
数
（
賛
成
６
、
反
対
７
）
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
元

年
10
月
中
に
本
件
に
関
す
る
塙
町

職
員
の
官
製
談
合
防
止
法
違
反
の

疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
た
報
道
を

受
け
、
鈴
木
安
次
議
員
及
び
賛
同

議
員
連
名
で
事
務
調
査
に
関
す
る

決
議
案
（
発
議
第
３
号
）
が
11
月

11
日
付
け
で
塙
町
議
会
議
長
宛
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
12

月
臨
時
会
で
の
審
議
冒
頭
、
議
案

提
出
者
で
あ
る
鈴
木
安
次
議
員
が
、

「
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
町
政
監
視
を

行
い
、
入
札
時
の
出
来
事
を
解
明

す
る
こ
と
は
議
会
の
責
務
で
町
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
」
と
趣

旨
説
明
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
提
案
趣
旨

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
提
案
趣
旨

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
提
案
趣
旨

　
　

す
で
に
捜
査
さ
れ
て
い

　
　

る
案
件
を
、
な
ぜ
特
別

委
員
会
で
調
査
す
る
の
か
。

　
　

書
類
送
検
の
事
実
は
非

　
　

常
に
重
た
い
。
町
民
が

ま
だ
納
得
し
て
お
ら
ず
、
元

職
員
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
は

一
般
質
問
で
は
行
え
な
い
。

　
　

本
件
は
一
般
質
問
で
何

　
　

度
も
行
い
、
町
長
自
身

や
受
注
業
者
も
処
分
を
受

け
、
終
わ
っ
た
事
件
。
議
会

と
し
て
別
の
案
件
に
力
を
注

ぐ
べ
き
で
は
。

　
　

提
案
し
て
い
る
議
員
は

　
　

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

と
の
認
識
。
捜
査
内
容
は
町

民
の
み
な
ら
ず
議
会
に
対
し

て
も
説
明
さ
れ
な
い
の
で
、

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の

中
で
調
査
す
べ
き
。

　
　

特
別
委
員
会
設
置
後
の

　
　

証
人
喚
問
に
つ
い
て
、

元
職
員
や
民
間
企
業
の
方
を

対
象
に
す
る
の
か
。

　
　

そ
の
よ
う
に
な
る
と
思

　
　

う
。
実
施
に
つ
い
て
は

法
律
に
則
っ
て
行
い
た
い
。

採　　決　　結　　果

発議第 3号
事務調査に関する決議案
（百条委員会設置）

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

原案可決（賛成７：反対６）● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ―
○：賛成、●：反対　　※なお議長（大縄武夫）は採決に加わらない

　
　
　
　
　
　

　

官
製
談
合
疑
惑
は
町
の
入
札
制
度
を

脅
か
す
重
大
な
事
件
。
百
条
委
員
会
の

設
置
は
当
然
で
、
議
会
で
事
件
の
究
明

と
説
明
責
任
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　

町
長
が
書
類
送
検
さ
れ
た
事
は
衝
撃

的
で
重
大
事
件
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持

つ
議
会
が
究
明
に
あ
た
る
こ
と
は
必
然

で
、
町
民
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
員
と
し

て
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

　

百
条
委
員
会
設
置
に
よ
り
何
を
明
ら

か
に
す
べ
き
か
、
ま
た
関
係
者
の
守
秘

義
務
違
反
の
有
無
も
議
論
さ
れ
ず
、
一

度
議
会
と
し
て
設
置
を
否
決
し
関
係
者

へ
の
処
分
後
に
な
ぜ
再
度
調
査
す
る
の

か
疑
問
。

　
　
　
　
　
　

　

前
回
は
工
事
終
了
間
際
で
委
員
会
設

置
は
混
乱
を
招
く
と
し
て
反
対
し
た

が
、
今
回
書
類
送
検
と
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
あ
り
、
議
会
が
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　

　

現
在
司
法
に
お
け
る
捜
査
途
中
で
百

条
委
員
会
設
置
に
は
反
対
。
そ
れ
よ
り

も
台
風
被
災
者
へ
の
復
興
を
優
先
さ
せ

る
べ
き
。

吉
田　

克
則
議
員

割
貝　

寿
一
議
員

吉
田　

広
明
議
員

高
縁　

光
議
員

下
重　

義
人
議
員

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

反
対

議場内での採決時の様子

平成 29 年完成直後の定住促進住宅

・
委
員
会
名
称

　

定
住
促
進
住
宅
新
築
工
事
事
務
調
査
特
別
委
員
会

・
構
成

　

割
貝
寿
一
委
員
長
、
小
峰
由
久
副
委
員
長
、
そ
の

　

他
議
長
を
除
く
全
議
員　
（
計
：
13
名
）

・
委
員
会
の
調
査
期
限　

　

調
査
を
終
了
す
る
か
、　

令
和
２
年
３
月
30
日
ま

　

で
の
い
ず
れ
か
早
い
日
。

討
論

賛成７・反対６で可決

　

百
条
委
員
会

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
定

め
ら
れ
た
議
会
の
調
査
権
を
委
任

さ
れ
た
委
員
会
。

　

地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
妥
当

性
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
経
緯

や
事
務
執
行
に
つ
い
て
調
査
す

る
。
こ
の
調
査
で
は
、
選
挙
人
そ

の
他
の
関
係
人
の
出
頭
や
証
言
、

記
録
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
議

会
が
非
常
に
強
い
権
限
を
発
動
し

ま
す
。

？

？

　

こ
の
発
議
の
他
に
、

町
長
提
出
３
件
専
決
予

算
（
令
和
元
年
台
風
19

号
の
被
害
へ
早
急
に
対

応
す
る
目
的
）
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
合
計

１
億
９
３
３
４
万
円
を
全

会
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
概
要

設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
概
要

質
　
　

疑

質
　
　

疑

設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
概
要
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補
正
予
算
を
全
会
⼀
致
で
可
決

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
へ
加
速

　
　

月
定
例
会
は
12
月
12
日

　
　
（
木
）
か
ら
16
日
（
月
）

ま
で
の
会
期
５
日
間
で
開
催
し

ま
し
た
。
町
長
提
出
の
条
例
関

係
17
件
（
台
風
19
号
に
よ
る
被

災
者
国
保
減
免
や
町
長
等
の
職

員
給
与
改
定
な
ど
）、
訴
え
の

提
起
１
件
（
町
営
住
宅
家
賃
滞

納
）、
補
正
予
算
７
件
（
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
）
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
議
員
発

議
に
よ
る
意
見
書
（
厚
生
年
金

へ
の
議
会
議
員
加
入
）を
採
択
。

最
終
日
に
は
追
加
補
正
予
算
１

件
と
人
事
案
件
の
同
意
16
件
を

含
む
計
18
件
が
追
加
さ
れ
、
こ

ち
ら
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

12 12 月

定 例 会 の
あ ら ま し

町内被災箇所（左：川上川板庭付近、右：県道高萩塙線木野反分館前）

　
　

一
般
寄
附
金
の
件
数
や
使
用
目
的

　
　

は
。

　
　

令
和
元
年
10
月
末
時
点
で
６
件
。
使

　
　

途
の
制
限
は
特
に
な
い
。

　
　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
料
の
減
額

　
　

理
由
は
。

　
　

町
所
有
の
う
ち
、
台
宿
地
内
の
５
棟

　
　

は
利
用
者
無
し
だ
っ
た
た
め
減
額
。

　
　

カ
メ
ラ
付
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
記
録

　
　

さ
れ
た
デ
ー
タ
の
管
理
は
。

　
　

デ
ー
タ
記
憶
装
置
は
３
年
が
限
界
で
、

　
　

そ
の
都
度
改
修
を
予
定
し
て
い
る

が
、
定
期
的
な
デ
ー
タ
の
回
収
と
保
管
は

今
後
検
討
す
る
。

　
　

乳
幼
児
子
育
て
用
品
補
助
を
１
２
４

　
　

万
円
減
額
す
る
理
由
は
。

　
　

当
初
予
算
で
は
申
請
者
を
１
２
０
名

　
　

と
見
込
ん
だ
が
、
実
際
は
約
80
名
程

度
で
あ
っ
た
た
め
。

　
　

聖
火
リ
レ
ー
実
施
協
議
会
の
内
容
や

　
　

負
担
金
の
使
い
方
は
。

　
　

３
月
28
日
に
白
河
市
で
聖
火
リ
レ
ー

　
　

を
行
う
た
め
に
組
織
さ
れ
た
。
負
担

金
は
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
や
各
種
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
消
耗
品
等
の
購
入
に
充
て
ら
れ

る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

QQＡＡ 一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

QQＡＡQQＡＡ
【
主
な
内
容
】

・
土
木
施
設
災
害
復
旧
費　
　

１
億
９
３
３
１
万
円

　

町
内
の
河
川
11
カ
所
と
道
路
６
か
所
の
復
旧
費
用
で
、
３
分
の
２
が
県
負
担
と
な
る
。

・
農
地
等
災
害
復
旧
費　
　
　

４
３
０
２
万
円

　

町
内
の
農
地
７
地
区
９
カ
所
分
の
復
旧
費
用
で
、
約
８
割
が
県
負
担
。
今
後
復
旧

申
請
は
町
内
19
地
区
30
カ
所
を
予
定
し
て
お
り
、
概
算
で
農
地
等
災
害
復
旧
費
は
約

２
億
８
０
０
０
万
円
。

QQＡＡQQＡＡ

　

住
民
の
代
表
機
関
で
あ

る
地
方
議
会
が
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
が
、

昨
今
の
人
材
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
中
で
、
地
方
議
会

議
員
が
厚
生
年
金
へ
加
入

で
き
れ
ば
、
新
た
な
人
材

確
保
や
住
民
の
幅
広
い
政

治
参
加
が
可
能
と
な
る
事

か
ら
、
関
連
法
整
備
を
要

望
す
る
意
見
書
。
提
出
者

は
割
貝
寿
一
議
員
で
、
そ

の
他
賛
同
議
員
が
４
名
。

採
択
後
の
意
見
書
提
出
先

は
衆
参
両
議
院
議
長
や
内

閣
総
理
大
臣
な
ど
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
条
例
制

定
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

制 度 概 要

対 象 者
令和元年台風 19 号により、
居住する住宅に被害を受けた被保険者
（塙町では床上浸水となった方が対象）

減免割合 税額を半分とする
（期間：令和元年10月12日～翌年3月31日までの納期分）

申請期限 令和2年3月31日まで
※町より対象者へ順次郵送予定

議　案　の　審　議　結　果　一　覧　表

議案第64号 塙町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第78号 職員の給与に関する条例の一部改正

原　
　

案　
　

可　
　

決

関連法改正により、印鑑登録ができない者のうち、「成年被後見人」を「意思能力を有しない者」と改正。 令和元年福島県人事委員会勧告に準ずる給与改定を行うための改正。

議案第65号 塙町下水道条例の一部改正 議案第79号 職員等の旅費に関する条例の一部改正
関連法改正により、条文の「成年被後見人」を削除し、責任技術者の登録資格に関する条項の追加。 関係法改正により、会計年度任用職員と成年被後見人に関する条項の改正。

議案第66号 塙町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定 議案第80号 塙町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
関係法改正により、フルタイム会計年度任用職員の給与や諸手当の支給に関する基本的な事項を定める。 令和元年実施の幼児教育・保育無償化制度により、条例内容の一部改正。 

議案第67号 塙町森林環境譲与税基金条例制定 議案第81号 訴えの提起について
上位法施行により、森林環境譲与税を積み立てる基金を創設する必要事項を定める。 町営住宅入居者家賃滞納による、住宅の明け渡し請求。 

議案第68号 令和元年台風19号による被災者に対する国保税減免条例制定 議案第82号 令和元年度塙町一般会計補正予算（第5号）
令和元年台風19号により被害を受けた被災者の税負担軽減を目的とし、減免申請方法や割合等を定める。 7,473万円減額補正し、予算額64億9,325万円とする。主な内容は、台風被害による土木工事通常事業分の交付金減額による。

議案第69号 塙町表彰条例の一部改正 議案第83号 令和元年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
関係法改正により、特別功労者の待遇に係る「成年被後見人又は被保佐人」の文言の削除。 161万円増額補正し、予算額10億2,525万円とする。主な内容は、一般被

保険者療養費の増による。

議案第70号 塙町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正 議案第84号 令和元年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第2号）
上位法に定める機関に、塙町情報公開・個人情報保護審査会を位置づけ、事
務分掌等を明確にするための改正。 

1万円増額補正し、予算額1億3,300万円とする。主な内容は、職員人件費
（諸手当）の増による。

議案第71号 塙町職員定数条例の一部改正 議案第85号令和元年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
関係法改正により、会計年度任用職員制度運用のための一部改正。 706万円増額補正し、予算額2億416万円とする。主な内容は、台風19号被災箇所修繕費の増による。

議案第72号 塙町一般職の任期付職員採用等に関する条例の一部改正 議案第86号 令和元年度塙町介護保険特別会計補正予算（第2号）
令和元年福島県人事委員会勧告に準ずる給与改定を行うための改正。 120万円増額補正し、予算額10億9,321万円とする。主な内容は、介護給付費準備基金積立金の増による。

議案第73号 職員の分限に関する条例の一部改正 議案第87号令和元年度塙町上水道事業会計補正予算（第1号）
関係法改正により、会計年度任用職員の休職期間を一部改正。 収益的収入を109万円増額、支出を435万円減額し、資本的収入を481万円増額、支出を500万円減額する補正予算。

議案第74号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 議案第88号 令和元年度塙町一般会計補正予算（第6号）
関係法改正により、「非常勤職員」を「会計年度任用職員」と改正。 2億3,633万円増額補正し、予算額67億2,958万円とする。主な内容は、台風19号への災害復旧費の増による。

議案第75号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 同意第5号 教育委員会委員の任命について

同　
　
　

意

関係法改正により、会計年度任用職員の育児休業中期末手当の算定と、復職時
の号給調整除外規定を定める。 教育委員会委員任期満了による任命で星春美氏を再任。令和元年12月22日から4年間の任期。

議案第76号 議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正 同意第6号 塙町農業委員会委員に占める認定農業者又は認定農業者等に準ずる者の割合を1/4以上にすることについて
塙町議会議員に支給する期末手当算定率を0.05月増額する改正。 農業委員候補者の選定にあたり、認定農業者等が委員の1/4を占める場合について議会同意が必要となったため。

議案第77号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 同意第7～21号農業委員会委員の任命について
町長等の特別職に支給する期末手当算定率を0.05月増額する改正。 農業委員候補者の15名に対する議会同意。任期は令和2年2月18日から3年。

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
採
択

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
採
択

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
採
択

台
風
被
災
者
に
対
す
る
国
保
税
減
免
条
例
制
定

台
風
被
災
者
に
対
す
る
国
保
税
減
免
条
例
制
定

台
風
被
災
者
に
対
す
る
国
保
税
減
免
条
例
制
定
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質 問答 弁

人事案件人事案件人事案件

教
育
委
員
会
委
員

星ほ
し　

春は

る

み美
氏
（
大
町
）

全
会
一
致
で
同
意
（
再
任
）

任
期
は
令
和
元
年
12
月
22
日
か
ら
４
年
間

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

県
の
統
合
方
針
に

対
す
る
、
町
の
対
処
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

統
合
す
る
と
な
れ

ば
、
人
口
減
少
に
拍
車
が

か
か
り
、
地
域
の
衰
退
を

大
い
に
懸
念
す
る
の
で
絶

対
反
対
。
こ
れ
か
ら
も
学

校
存
続
へ
の
要
望
活
動
を

続
け
て
い
く
。

　
　
　

少
子
化
が
進
む
か

ら
学
校
を
減
ら
す
と
い
う

県
教
育
庁
の
考
え
は
単
純

な
少
子
化
対
策
で
、
県
知

事
部
局
へ
過
疎
対
策
と
し

て
の
学
校
存
続
の
意
義
を

訴
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
て
存
続
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
知
事
と
お
会

い
す
る
度
に
話
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　
　

県
教
育
庁
の
統
廃

合
計
画
に
対
し
、
町
は
対

案
を
用
意
す
べ
き
で
は
。

１
つ
目
の
提
案
と
し
て
学

生
寮
の
設
置
に
よ
り
首
都

圏
か
ら
工
業
課
程
を
学
び

た
い
学
生
の
誘
致
計
画
は

ど
う
か
。
学
生
寮
候
補
と

し
て
胡
桃
下
団
地
の
４
階

部
分
の
活
用
を
進
言
す

る
。
同
団
地
は
特
に
高
層

階
で
空
室
が
目
立
ち
、
小

規
模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

れ
ば
活
用
が
十
分
可
能

で
、
運
営
方
法
は
県
内
の

先
進
事
例
を
参
考
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

地
元
か
ら
の
入
学

者
を
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
奨
学
金
の
貸
付
を
行

う
。
ま
た
給
食
セ
ン
タ
ー

で
調
理
し
た
物
を
塙
工
高

に
配
送
す
る
事
業
等
を
検

討
し
て
い
る
。
今
回
の
提

案
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

も
う
１
件
の
提
案

は
町
立
高
校
と
し
て
存
続

さ
せ
る
の
は
ど
う
か
。
国

内
に
無
い
話
で
は
な
く
、

教
職
員
は
国
県
の
所
属

で
、
給
与
や
異
動
も
保
障

さ
れ
る
。
運
営
経
費
は
、

校
名
を
民
間
募
集
し
て
資

金
調
達
す
る
方
法
な
ど
も

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

私
の
頭
の
中
に

あ
っ
た
話
で
あ
る
。
財
政

的
な
問
題
で
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
そ
の
く
ら
い
の

気
構
え
で
堂
々
と
県
に
統

廃
合
反
対
の
意
気
込
み
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。

　
　
　

県
の
統
廃
合
計
画

の
中
に
も
、
弾
力
的
運
用

で
存
続
さ
せ
る
中
山
間
地

域
の
小
規
模
校
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
塙
工
高
も
存
続

で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

あ
き
ら
め
る
事
な
く
存
続

運
動
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
　
　

塙
工
高
を
存
続
さ

せ
る
思
い
を
、
町
、
議
会
、

町
民
、
東
白
川
地
方
に
関

連
す
る
企
業
と
共
に
県
へ

ぶ
つ
け
て
い
く
。
次
年
度

奨
学
金
制
度
を
実
現
し
、

で
き
る
事
か
ら
や
っ
て
い

く
姿
勢
で
あ
る
。

答
弁

答
弁

質
問

農
業
委
員
会
委
員　

全
会
一
致
で
同
意

小
林　

達
信
氏
（
桜
木
町
）　　
　
　

生
方　

光
明
氏
（
常
世
北
野
）　　
　

下
重　

繁
男
氏
（
竹
之
内
）

鈴
木　

孝
久
氏
（
大
蕨
）　　
　
　
　

小
峰　

保
広
氏
（
那
倉
）　　
　
　
　

鈴
木　

則
隆
氏
（
木
野
反
）

金
澤　
　

勉
氏
（
台
宿
）　　
　
　
　

青
砥　

繁
蔵
氏
（
伊
香
）　　
　
　
　

鈴
木　
　

仁
氏
（
伊
香
）

石
井　

久
雄
氏
（
真
名
畑
）　　
　
　

天
沼　

芳
美
氏
（
東
河
内
）　　
　
　

鈴
木　

良
一
氏
（
片
貝
）

小
松　

孝
行
氏
（
西
河
内
）　　
　
　

金
澤　
　

勉
氏
（
中
塚
）　　
　
　
　

白
坂　

利
雄
氏
（
上
渋
井
）

※
任
期
は
令
和
２
年
２
月
18
日
か
ら
３
年
間

ワンチームになって

　　　　塙工高存続を

小
こみね

峰　由
よしひさ

久議員

一般質問とは

　議員が町長などに対し、行政全般
の事務執行状況や方針について確認
するもので、掲載記事は一般質問登
壇議員自ら作成しています。

一般質問町政を問う町政を問う町政を問う

議 員 名 質　　問　　事　　項 ページ

小
こみね

峰　由
よしひさ

久 ・塙工業高校存続問題 P 9

下
しもじゅう

重　義
よしと

人 ・台風 19 号被災支援　　・はなわこども園関連 P10

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏 ・台風 19 号への被害補償と今後の対策 P11

鈴
すずき

木　　茂
しげる・イノシシ路肩被害　　・湯遊ランドはなわ新施設ＰＲ

・旧焼酎工場再利用　　・高齢者見守りＩＴ化
P12

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次
・町長の公務状況　　・ふくしま駅伝への町長の携わり方

・町長の書類送検に対する所感
P13

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明
・給食費無償化　　　　・老朽化した町営住宅の今後

・学校給食地産地消　　・町道の改良工事
P14

吉
よしだ

田　克
かつのり

則
・災害等危機管理体制　　　・旧常豊小学校廃校利用

・はなわこども園開園関連　・森林再生事業の状況
P15

高
こうえん

縁　　光
ひかる・台風19号被災者支援　　　・木野反地区水道問題

・県道の交通待避所　・定住促進住宅報道問題
P16

割
わりがい

貝　寿
としかず

一 ・定住促進住宅入札関連　　・来年度給食費無償化 P17

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹
・八溝山の良質水活用　・台風19号被災と今後の対応

・その他の質問
P18

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

塙
工
高
存
続
の
た
め

県
へ
対
案
を
示
す
べ
き
で
は

で
き
る
事
か
ら
や
っ
て
い
き
、

次
年
度
奨
学
金
制
度
を
実
施
し
た
い

県立塙工業高等学校

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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質
問

答
弁

質 問答 弁　
　
　

台
風
19
号
の
床

上
・
床
下
浸
水
被
害
戸
数

と
個
人
的
被
害
は
最
大
ど

の
程
度
の
金
額
に
な
る
の

か
。

　
　
　

床
上
浸
水
73
世

帯
、
床
下
浸
水
は
48
世

帯
。
個
人
の
最
大
被
害
額

は
２
０
０
万
円
に
な
る
と

推
測
す
る
。

　
　
　

植
田
字
又
六
地
区

の
床
上
被
害
は
、
町
が

行
っ
た
分
譲
条
件
（
土
地

の
か
さ
上
げ
不
許
可
）
が

あ
り
、
意
識
の
高
揚
の
た

め
に
も
町
の
土
地
か
さ
上

げ
補
助
金
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　

当
時
の
判
断
と
気

象
条
件
が
変
わ
っ
た
今
は

答
え
に
窮
す
る
。
国
の
補

助
金
な
ど
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

一
般
河
川
に
注
ぐ

ビ
ル
川
水
路
の
氾
濫
対

策
（
代
官
町
・
柳
町
）
に

構
造
上
問
題
が
あ
る
と
思

う
。
国
立
研
究
開
発
法

人
「
土
木
研
究
所
」
や
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

「
河
川
研
究
室
」
に
構
造

や
設
計
を
依
頼
し
、
町
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

以
前
か
ら
ス
ム
ー

ズ
な
流
れ
を
作
る
角
度
を

考
え
て
い
た
。
ぜ
ひ
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
、
排
水
溝

に
つ
い
て
も
依
頼
し
た

い
。

　
　
　

上
渋
井
か
ら
注
ぐ

水
路
の
管
理
者
は
誰
か
。

消
防
団
に
管
理
を
依
頼
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
　

水
門
の
管
理
者
は

２
カ
所
と
も
塙
町
消
防
団

第
一
分
団
に
お
願
い
し
て

い
る
。
水
路
に
つ
い
て
は

消
防
団
と
協
議
し
た
い
。

　
　
　

河
川
内
の
流
木
撤

去
や
堆
積
物
除
去
の
対
策

は
。

　
　
　

桜
木
橋
に
つ
い
て

は
町
が
行
っ
た
。
町
が
設

置
し
て
い
る
河
川
内
構
造

物
は
町
、
そ
の
他
の
流
木

や
土
砂
な
ど
は
県
が
行

う
。
実
施
に
つ
い
て
現
在

各
機
関
と
協
議
中
で
あ

る
。

　
　
　

住
宅
や
水
田
被
害

に
対
す
る
補
償
金
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　
　

床
上
浸
水
住
宅
に

は
、
年
明
け
早
々
に
町
か

ら
半
壊
で
３
万
円
、
県
か

ら
10
万
円
補
償
さ
れ
る
。

水
田
被
害
補
償
に
つ
い
て

は
農
業
共
済
が
あ
る
。
町

は
次
年
度
土
壌
改
良
の
資

材
費
等
で
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

答
弁

質
問

変革
イノベーションのジレンマ

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏議員

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
と
補
償
は

住
宅
浸
水
被
害
が
発
生
し
町
や
県
か
ら

川上川と久慈川の合流付近

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

復
旧
事
業
に
対
す

る
、
国
庫
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
激
甚
災
害
の
支
援

策
と
は
。

　
　
　

地
方
財
政
の
負
担

を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き

る
災
害
復
旧
事
業
へ
の
国

庫
補
助
か
さ
上
げ
が
構
じ

ら
れ
る
。

　
　
　

浸
水
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
代
官
町
付
近
の
今

後
の
対
策
と
、
大
型
ポ
ン

プ
等
の
設
置
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　
　

雨
水
対
策
に
つ
い

て
調
査
及
び
検
討
を
し
、

現
在
県
が
久
慈
川
の
計
画

流
量
見
直
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
大
型
ポ
ン

プ
設
置
は
莫
大
な
費
用
と

な
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ

る
。

　
　
　

町
で
指
定
し
た
避

難
所
の
安
全
性
は
保
た
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

地
区
集
会
所
や
地

区
分
館
の
駐
車
場
、
農
村

公
園
、
各
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
る
た
め
安
全
だ

と
考
え
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機

で
災
害
状
況
を
な
ぜ
全
戸

発
信
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

災
害
情
報
の
混
乱

を
避
け
る
た
め
発
信
し
な

か
っ
た
。
今
後
こ
の
教
訓

を
参
考
に
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　

平
成
30
年
６
月
定

例
会
で
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
塙
厚
生
病
院
と
避
難

所
等
の
話
し
合
い
を
持
た

れ
た
の
か
。

　
　
　

病
院
は
基
本
的
に

疾
病
者
を
受
け
入
れ
る
施

設
で
、
感
染
症
の
リ
ス
ク

も
あ
り
避
難
者
受
け
入
れ

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

甚
大
な
災
害
を
受

け
た
教
訓
か
ら
、
新
た
な

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

今
後
よ
り
多
い
雨

量
を
想
定
し
、
そ
れ
に
あ

っ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
を
県
の
調
査
及
び
公
表

に
合
わ
せ
て
、
令
和
３
年

度
に
作
成
す
る
予
定
。

　
　
　

最
も
災
害
に
弱
い

高
齢
者
の
方
々
だ
け
に
、

防
災
バ
ッ
ク
（
非
常
用
持

出
袋
）
を
配
布
で
き
な
い

か
。

　
　
　

高
齢
者
の
方
々
で

あ
れ
ば
考
え
る
余
地
が
あ

る
の
で
今
後
検
討
し
た

い
。

　
　
　

国
の
施
策
に
よ

り
、
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園
の

利
用
料
が
無
償
化
と
あ
る

が
、
な
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
　
　

幼
稚
園
の
授
業
料

は
無
償
化
さ
れ
た
が
、
年

収
及
び
第
３
子
以
降
に

よ
っ
て
は
副
食
費
（
お
か

ず
）
の
費
用
免
除
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
（
保
育
園
に

関
し
て
答
弁
な
し
）。

　
　
　

同
じ
幼
稚
部
で
も

送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
理
由
は
、
年
齢
に
制
限

が
あ
る
の
か
。

　
　
　

３
歳
児
は
保
護
者

の
送
迎
で
、
４
か
ら
５
歳

児
は
バ
ス
ま
た
は
保
護
者

の
送
迎
で
通
園
し
て
い

る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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復旧事業への国庫補助かさ上げ

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

年
収
及
び
第
３
子
以
降
に
よ
っ
て
も
異
な
る

は
な
わ
こ
ど
も
園
の
利
用
料
内
訳
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

被災した町道清水和久見明線

楽は苦の種
　　苦は楽の種



板庭の旧焼酎工場再利用は
努力していきたい

　　
　
　

台
風
19
号
へ
の
避

難
所
と
避
難
者
の
世
話

は
。

　
　
　

19
か
所
４
８
８
人
。

職
員
が
対
応
し
水
や
乾
パ

ン
、
非
常
用
ご
飯
を
用
意

し
た
。

　
　
　

10
月
12
日
代
官
町

地
内
に
は
何
で
行
っ
た
の

か
。

　
　
　

教
育
長
と
徒
歩
で

行
っ
た
。

　
　
　

10
月
14
日
町
長
は

ど
こ
に
い
た
の
か
。

　
　
　

湯
岐
地
区
の
運
動

会
と
祝
賀
会
に
招
待
さ
れ

て
い
た
。

　
　
　

直
ち
に
役
場
に
戻

り
陣
頭
指
揮
を
執
る
べ
き

で
は
。

　
　
　

13
日
に
現
地
を
見

た
の
で
、
そ
れ
で
よ
い
と

思
っ
た
が
こ
れ
か
ら
検
証

す
る
。

経験のない水害に

町の対応は適切だったのか

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次議員

県
南
防
災
訓
練
に

町
長
は
欠
席
と
聞
い
た
が

敬
老
会
に
招
待
さ
れ
て
い
た

ふくしま駅伝の様子

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

　
　
　

し
っ
か
り
と
し
た

対
策
を
と
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害

は
道
路
の
路
肩
に
及
ん
で

お
り
崩
落
す
る
危
険
が
あ

る
。
対
策
に
防
草
シ
ー
ト

を
実
証
的
に
使
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

ぜ
ひ
試
し
た
い
。

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
に
新
し

く
整
備
さ
れ
た
高
圧
酸
素
カ

プ
セ
ル
、
岩
盤
浴
、
ラ
ド
ン

ル
ー
ム
等
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
行

う
の
か
。

　
　
　

酸
素
カ
プ
セ
ル
は
疲

労
回
復
に
と
て
も
良
い
。
岩

盤
浴
は
免
疫
力
、
自
己
治
癒

力
が
高
ま
る
ラ
ド
ン
ル
ー
ム

は
細
胞
が
活
性
化
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ド
の
Ｈ

Ｐ
や
報
道
機
関
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
使
っ
て
町
内
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
ま
た
専
門
家

の
大
学
教
授
に
効
果
な
ど
の

講
演
会
を
し
て
い
た
だ
く
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

イノシシによる町道
路肩被害に防草シートを

ぜひ試したい

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い

湯
遊
ラ
ン
ド
の
新
施
設
Ｐ
Ｒ
は

イノシシが道の駅に突入した
今後の対策が重要だ

　
　
　

見
守
り
隊
の
現
状

は
。

　
　
　

一
人
暮
ら
し
65

歳
以
上
３
２
０
名
中
、

１
５
０
名
を
訪
問
し
て
い

る
。
隊
員
は
講
演
会
や
研

修
会
を
受
講
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
ス
マ
ホ
を

使
っ
た
見
守
り
や
Ａ
Ｉ
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

効
果
や
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

　
　
　

工
場
は
い
つ
購
入

し
て
、
今
ま
で
の
維
持
費

用
は
い
く
ら
か
。

　
　
　

平
成
22
年
に
購
入

し
、
９
年
間
の
維
持
費
は

５
６
０
万
円
。

　
　
　

施
設
中
に
あ
る
タ

ン
ク
の
数
と
年
間
維
持
費

は
。

　
　
　

各
種
53
タ
ン
ク

で
、
維
持
費
は
66
万
円
。

　
　
　

施
設
解
体
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　
　
　

備
品
な
ど
全
て
解

体
す
る
と
８
０
０
０
万
程

度
か
か
る
。

　
　
　

焼
酎
会
社
に
誘
致

を
か
け
た
時
は
あ
る
か
。

　
　
　

ウ
イ
ス
キ
ー
や
ワ

イ
ン
会
社
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
。
焼
酎
に
つ
い

て
は
努
力
し
た
い
。

お年寄りの
見守りＩＴ化を問う
効果やメリットについて
考えていきたい

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

書
類
送
検
さ
れ
た

が
町
長
の
思
い
は
。

　
　
　

告
発
で
塙
町
が
不

名
誉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

　
　
　

臨
時
議
会
が
開
か

れ
る
前
に
総
務
課
は
福
島

市
内
で
忘
年
会
を
行
っ
た

が
緊
張
感
を
欠
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

私
は
関
与
し
な

い
。各
課
の
判
断
で
あ
る
。

　
　
　

関
係
機
関
に
家
宅

捜
査
が
入
っ
た
が
町
長
の

感
想
は
。

　
　
　

塙
町
に
と
っ
て
不

名
誉
な
事
で
あ
り
辛
い
も

の
が
あ
る
。

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

に
教
育
長
が
出
席
し
た
が

誰
の
指
示
か
。

　
　
　

町
長
か
ら
の
指
示

で
三
役
と
し
て
同
席
し

た
。

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

に
同
席
す
る
こ
と
で
子
供

た
ち
へ
の
影
響
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　

子
供
た
ち
や
保
護

者
に
責
任
を
感
じ
る
こ
と

は
な
い
。

財
務
規
則
に
よ
り
契
約
権
者
の
権
限
で
行
っ
た

談
合
防
止
法
違
反
容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
た
が

答
弁

質
問

ふくしま駅伝当日
町長はどこにいたのか
台宿敬老行事に
招待されていた

　
　
　

敬
老
行
事
を
終
え

て
の
感
想
は
。

　
　
　

招
待
さ
れ
た
行
政

区
は
全
て
出
席
し
た
。
参

加
し
や
す
く
楽
し
か
っ
た

と
お
褒
め
の
言
葉
も
頂
い

て
い
る
。

　
　
　

台
宿
区
敬
老
行
事

の
日
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
の

応
援
は
な
ぜ
行
か
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　

私
の
提
唱
し
た
行

事
な
の
で
優
先
し
た
。

　
　
　

塙
町
を
代
表
し
て

走
っ
て
い
る
選
手
を
町
長

が
応
援
す
る
の
が
筋
で

は
。

　
　
　

応
援
は
誰
で
も
で

き
る
が
敬
老
行
事
は
そ
の

時
だ
け
な
の
で
優
先
し

た
。　

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質 問答 弁
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質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁



　
　
　

第
３
子
か
ら
の
食

材
費
（
副
食
費
）
が
免
除

さ
れ
て
い
る
が
、
最
年
長

児
童
の
年
齢
が
、「
小
学

校
３
年
生
ま
で
の
最
年
長

の
子
供
を
、
第
１
子
と
数

え
た
場
合
の
第
３
子
」
の

年
齢
制
限
な
ど
、
歳
が
離

れ
た
兄
弟
や
姉
妹
の
年
齢

制
約
を
な
く
す
事
は
可
能

な
の
か
。

　
　
　

近
隣
町
村
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
公
平

性
や
財
源
の
確
保
を
含
め

検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。

歳の離れた兄弟の食材費は
年齢制限も無くし無料にすべき

検討を加えていきたい

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

質
問

やるべきことは
　明白である

答
弁

　
　
　

町
営
住
宅
は
老
朽

化
が
目
立
つ
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
町
営
住
宅
構
想

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
若

宮
住
宅
は
築
47
年
が
経
過

し
、
借
地
で
計
画
空
き
家

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

安
い
土
地
を
購
入
す
る
選

択
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

ま
た
、
入
居
者
の
少
な
い

団
地
な
ど
で
起
こ
る
高
齢

者
の
孤
独
死
や
不
法
侵
入

な
ど
、
防
犯
上
の
事
故
や

事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
で
は
。

　
　
　

昨
年
度
１
棟
の
１

世
帯
は
移
っ
て
も
ら
い
、

現
在
24
戸
中
17
世
帯
は
一

人
暮
ら
し
で
、
そ
の
内
７

割
の
世
帯
が
75
歳
以
上
の

高
齢
者
一
人
暮
ら
し
を
考

え
る
と
、
長
寿
命
化
計
画

な
ど
を
含
め
、
来
年
度
ま

で
に
検
討
し
た
い
。
町
内

に
必
要
な
戸
数
は
１
６
８

戸
で
、
老
朽
化
に
よ
り
新

た
な
町
営
住
宅
も
必
要
で

あ
る
。

　
　
　

鮫
川
村
の
学
校
給

食
施
設
へ
視
察
に
行
っ
た

報
告
と
、
道
の
駅
は
な
わ

を
中
核
と
す
る
、
町
内
に

お
金
が
回
る
仕
組
み
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

  

鮫
川
村
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
視
察
に

行
っ
て
き
た
。
重
点
は
地

元
の
野
菜
を
食
べ
る
旬
菜

旬
食
と
し
て
お
り
、
手
ま

め
館
か
ら
野
菜
や
加
工
品

を
納
品
し
て
い
る
。
来
年

１
月
か
ら
道
の
駅
は
な
わ

に
依
頼
し
て
、
納
品
が
可

能
に
な
っ
た
。

来
年
１
月
に
道
の
駅
は
な
わ

か
ら
納
品
が
可
能
に
な
る

地
産
地
消
の
取
り
組
み
状
況
は

　
　
　

都
市
計
画
の
中

で
、
国
道
１
１
８
号
か
ら

工
業
団
地
ま
で
の
路
線
改

良
や
、
町
道
西
河
内
塩
沢

線
も
延
長
改
良
し
、
国
道

２
８
９
号
や
県
道
塙
泉
崎

線
へ
接
続
す
る
計
画
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

北
野
松
岡
線
か
ら

西
河
内
塩
沢
線
の
改
良
を

加
え
て
い
き
た
い
。
県
と

事
業
調
整
の
会
議
中
で
、

県
道
昇
格
を
要
請
し
て
い

る
。

町道西河内塩沢線の
改良工事は
県との事業調整会議で
要請をしている

答
弁

質
問

　
　
　

災
害
対
策
本
部
の

体
制
と
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
成
し
て
あ
る
の

か
。

　
　
　

本
部
長
に
町
長
、

副
本
部
長
に
副
町
長
と
教

育
長
。
災
害
対
策
本
部
員

は
各
課
長
、
消
防
団
等
が

な
っ
て
い
る
。
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て

い
る
。

　
　
　

災
害
情
報
の
収
集

や
対
応
方
針
の
決
定
は
ど

の
よ
う
に
。

　
　
　

主
に
消
防
団
や
区

長
か
ら
の
提
供
。
避
難
指

示
勧
告
は
災
害
対
策
本
部

で
出
す
。

　
　
　

災
害
対
策
本
部
へ

の
連
絡
先
電
話
番
号
は
。

　
　
　

検
証
を
し
て
み

る
。
代
表
番
号
で
あ
る

４
３
―
２
１
１
１
を
基
本

に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

　
　
　

住
宅
等
浸
水
被
災

者
支
援
は
。

　
　
　

当
町
の
支
援
制
度

を
作
り
見
舞
金
を
支
給
。

被
災
度
合
い
応
じ
修
理
し

た
場
合
に
補
助
等
を
行
な

う
。

災
害
等
危
機
管
理
体
制
は

防
災
セ
ン
タ
ー
に
本
部
設
置

水田や森林は

水を蓄える機能を有し大切！

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

旧常豊小学校廃校利用は

拠点施設として活性化
　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
の

廃
校
利
用
が
進
ん
で
い
な

い
が
、
町
の
動
き
と
利
活

用
の
考
え
は
。

　
　
　

町
学
校
施
設
等
利

活
用
検
討
委
員
会
に
お
い

て
活
用
方
法
を
検
討
し

た
。
委
員
会
か
ら
の
結
果

報
告
と
地
域
の
方
か
ら
の

要
望
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

体
育
館
を
地
区
の
体
育
施

設
に
転
換
し
て
利
用
し
て

い
る
。
校
舎
に
つ
い
て

は
「
未
来
に
つ
な
ご
う
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
登
録
し
、
情
報
を

全
国
に
発
信
し
て
活
用
の

取
り
組
み
を
し
て
き
た
。

先
端
に
あ
る
の
が
農
業
生

産
法
人
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
し
活
性
化
や
地
域

振
興
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

の
開
園
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

開
園
は
令
和
２
年

４
月
１
日
で
工
事
は
２
月

末
に
完
了
。
３
月
中
に
幼

稚
園
と
保
育
園
か
ら
の
引

越
し
搬
入
作
業
。
入
園
式

は
保
育
部
４
月
６
日
で
幼

稚
部
４
月
８
日
を
予
定
。

保
護
者
説
明
会
開
催
や
入

園
申
込
を
受
け
付
け
る
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
に
子
供

達
の
保
育
に
多
大
な
る
貢

献
を
し
て
き
た
、
め
だ
か

保
育
室
と
の
打
ち
合
わ
せ

は
。

　
　
　

園
長
先
生
と
話
し

合
い
を
し
て
い
る
。
園
児

数
や
全
員
の
子
供
達
が
は

な
わ
こ
ど
も
園
へ
入
園
を

希
望
し
て
い
る
等
の
情
報

交
換
を
し
て
い
る
。

開
園
は
令
和
２
年
４
月
１
日

こ
ど
も
園
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
　

森
林
再
生
事
業
実

施
状
況
と
今
後
の
林
業
施

策
方
針
は
。

　
　
　

面
積
的
に
は

４
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事

業
を
行
な
っ
た
。
令
和
２

年
度
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
計
画
し
て
い
る
。
国
や

県
へ
事
業
継
続
を
強
く
要

望
し
働
き
か
け
を
し
て
き

た
。
国
で
も
令
和
３
年
度

以
降
継
続
す
る
考
え
を
示

し
た
。
町
と
し
て
森
林
再

生
事
業
に
取
り
組
む
。

森林再生事業状況森林再生事業状況

事業継続を示す事業継続を示す

森林再生事業状況

事業継続を示す

老朽化した町営住宅の今後は
長寿命化計画で検討し
住み替えを進める
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来
年
度
の
給
食
費

無
償
化
は
、
町
長
の
選
挙

公
約
で
あ
る
が
、
１
食

２
０
０
円
の
給
食
費
が
払

え
な
い
か
ら
無
償
化
に
し

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が

保
護
者
か
ら
あ
る
の
か
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
実

施
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
多
数
あ
っ
た
。

　
　
　

現
在
全
国
の
自
治

体
約
２
割
程
度
が
何
ら
か

の
補
助
を
し
て
い
る
が
、

塙
町
に
お
い
て
実
施
す
る

だ
け
の
財
源
に
余
裕
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

地
方
消
費
税
交
付

金
に
よ
る
財
源
確
保
も
検

討
さ
れ
、
歳
出
の
見
直
し

に
よ
り
現
在
の
財
政
状
況

か
ら
実
施
可
能
と
み
て
い

る
。

　
　
　

１
食
２
０
０
円

程
度
を
今
の
子
育
て
世

代
は
負
担
で
き
る
は
ず
。

無
償
化
に
か
か
る
４
，

４
０
０
万
円
が
あ
れ
ば

様
々
な
事
業
が
実
施
可
能

で
、
公
平
な
税
の
使
い
方

な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
本

当
に
や
る
意
思
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

食
育
、
地
産
地
消

と
い
う
観
点
や
税
金
面
を

含
め
た
教
育
等
を
行
い
、

ぜ
ひ
町
と
し
て
給
食
費
無

償
化
を
実
施
し
た
い
。

　
　
　

台
風
19
号
に
よ
る

豪
雨
災
害
は
町
内
各
地
に

大
き
な
被
害
を
残
し
た

が
、
県
か
ら
の
支
援
金
に

対
す
る
町
か
ら
の
さ
ら
な

る
強
化
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

浸
水
全
て
に
30
万

円
支
給
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
被
害
割
合
に
よ
っ
て

上
限
30
万
円
と
な
る
。
県

の
特
別
支
援
金
は
町
が
見

舞
金
要
綱
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
13
万
円

支
給
さ
れ
る
が
被
災
全
戸

と
は
な
ら
な
い
。

　
　
　

豪
雨
に
よ
り
稲
わ

ら
が
流
さ
れ
て
堆
積
し
て

い
る
所
が
あ
り
、
今
後
の

除
去
対
策
は
。

　
　
　

除
去
運
搬
費
用
は

補
助
金
１
㎥
単
価
５
０
０

０
円
に
な
っ
て
お
り
、
塙

町
で
は
１
地
区
該
当
し
た
。

豪雨による被害対策は

被災全戸ではない
答
弁

二酸化炭素によって
　世界的な温暖化問題になっている

高
こうえん

縁　光
　ひかる

議員

　
　
　

県
道
高
萩
塙
線
の

湯
岐
地
内
通
行
止
め
に
よ

る
木
野
反
地
内
の
待
避
所

は
。

　
　
　

片
側
通
行
止
め
を

検
討
し
な
が
ら
、
地
元
区

長
や
地
区
民
の
方
々
と
具

体
的
に
話
を
し
て
も
ら
え

れ
ば
町
と
し
て
進
め
た

い
。

地
元
で
話
が
ま
と
ま
れ
ば

町
で
進
め
る

県
道
高
萩
塙
線
の
交
通
待
避
所
は

　
　
　

木
野
反
地
区
の
水

道
問
題
に
つ
い
て
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　

昭
和
58
年
に
町
が

設
置
し
管
理
は
地
元
が

行
っ
て
い
る
、
設
備
は
36

年
経
過
し
経
年
劣
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
も
承

知
し
て
い
る
。

　
　
　

湯
岐
の
簡
易
水
道

と
接
続
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

両
地
区
の
合
意
が

あ
れ
ば
接
続
可
能
と
認
識

し
て
い
る
。

湯
岐
水
道
管
理
者
と

合
意
が
あ
れ
ば
接
続
で
き
る

木
野
反
地
区
の
水
道
問
題
は

　
　
　

定
住
促
進
住
宅
の

問
題
に
対
し
て
、
県
警
が

告
発
を
受
け
て
捜
査
し
宮

田
町
長
を
地
検
に
書
類
送

検
し
た
報
道
の
中
で
、
10

月
10
日
付
け
の
福
島
民
友

の
記
事
で
入
札
選
考
に
関

わ
る
書
類
が
掲
載
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
町
の
正
式
書

類
な
の
か
。

　
　
　

新
聞
を
見
る
限
り

正
式
書
類
と
推
察
す
る
。

　
　
　

な
ぜ
正
式
書
類
が

報
道
機
関
に
渡
っ
た
の

か
。

　
　
　

こ
の
問
題
の
書
類

に
つ
き
、
個
人
か
ら
２
件

情
報
開
示
請
求
が
あ
り
、

開
示
し
た
中
で
報
道
機
関

に
提
供
さ
れ
た
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。

　
　
　

入
札
担
当
の
元
総

務
課
長
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
と
き
、
入
札
事

務
に
関
す
る
起
案
文
書
の

コ
ピ
ー
を
見
せ
て
い
た
だ

き
説
明
を
受
け
た
が
。

　
　
　

町
職
員
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
そ
れ
は
き
ち

ん
と
守
れ
て
い
る
。

定住促進住宅報道問題は

町職員は守秘義務があり守れている

来年度の給食費無償化は
実施するのか
要望多数で
ぜひ実施したい

　
　
　

工
事
等
請
負
業
者

内
申
書
と
通
知
書
の
作
成

過
程
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

担
当
課
よ
り
内
申

書
が
あ
り
、
委
員
会
で
協

議
を
し
担
当
課
へ
結
果
を

送
付
。
そ
れ
を
受
け
て
起

工
す
る
流
れ
。

　
　
　

開
示
さ
れ
た
書
類

に
手
書
き
で
加
筆
さ
れ
た

業
者
が
あ
る
が
、
何
の
権

限
に
よ
り
町
長
は
加
筆
で

き
た
の
か
。

　
　
　

町
長
は
塙
町
財
務

規
則
上
の
契
約
権
者
で
あ

り
、
指
名
競
争
入
札
実
施

要
綱
で
契
約
権
者
が
指
名

業
者
を
決
定
す
る
と
あ
る

た
め
。

　
　
　

業
者
格
付
け
下
位

ラ
ン
ク
を
職
権
に
よ
り
入

札
参
加
さ
せ
て
い
い
の

か
。

　
　
　

ラ
ン
ク
は
町
の
内

規
に
よ
り
振
り
分
け
ら
れ

て
お
り
、
最
終
的
な
業
者

指
名
は
契
約
権
者
が
行

う
。

　
　
　

資
格
が
無
い
業
者

と
の
契
約
は
無
効
と
規
則

に
あ
る
が
問
題
な
い
の

か
。
ま
た
県
か
ら
指
導
等

は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

特
に
県
か
ら
の
指

示
は
な
か
っ
た
が
、
来
町

し
書
類
確
認
や
写
し
を

持
っ
て
行
っ
た
。
資
格
に

つ
い
て
は
、
経
営
事
項
審

査
を
受
け
て
い
な
く
て
も

指
名
業
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
ラ
ン
ク
下
位
業
者
の

受
注
は
、
要
綱
上
工
事
受

注
能
力
が
あ
り
、
指
名
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

契
約
可
能
。
建
設
業
法
は

受
注
者
側
へ
の
規
制
で
、

審
査
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
業
者
の
責
任
で
町
に
は

責
任
が
な
い
。

資
格
が
な
い
業
者
と
の
契
約
は
無
効
で
は

名
簿
登
載
業
者
と
の
契
約
は
有
効

答
弁
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町民が納得する

　　行政運営を望む
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わりがい

貝　寿
としかず
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行
政
区
長
研
修
の
一
環
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

以
前
１
度
議
会
を
傍
聴
し

た
時
は
、
傍
聴
者
数
は
そ
ん

な
に
多
く
な
か
っ
た
で
す

が
、
今
回
は
区
長
の
研
修
会

で
し
た
の
で
ほ
ぼ
満
席
状
態

で
し
た
。
午
後
か
ら
短
時
間

の
傍
聴
で
し
た
が
、
一
般
質

問
す
る
議
員
の
皆
さ
ん
も
よ

く
勉
強
さ
れ
て
お
り
、
自
ら

の
研
鑽
の
場
で
も
あ
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
傍
聴
し
て
い

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
一
般
質
問
通
告
一

覧
を
見
る
と
、
台
風
19
号
関

連
の
質
問
が
質
問
さ
れ
た
10

議
員
中
８
議
員
も
通
告
し
て

い
ま
す
。
全
員
の
質
問
を
傍

聴
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
議

員
個
々
の
視
点
も
違
う
で

し
ょ
う
し
、
喫
緊
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
が
、
事
前
調
整

は
で
き
な
い
も
の
な
の
か
と

単
純
に
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
１
点
目
は
敬
老
会
の

主
催
が
各
行
政
区
と
な
り
、

区
長
の
負
担
が
増
す
ば
か
り

で
、
開
催
方
法
を
例
え
ば
旧

小
学
校
単
位
な
ど
も
う
少
し

枠
を
広
げ
て
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
２
点
目
は
全
国

的
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

多
発
し
て
お
り
、
大
字
塙
地

区
で
も
出
没
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
25
年
前
と
比
較
し

約
３
倍
の
個
体
数
と
な
っ
て

お
り
、
農
作
物
の
被
害
は
も

と
よ
り
人
的
被
害
が
発
生
し

な
い
前
に
抜
本
的
解
決
策
を

策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

金
かなざわ

澤　圭
けいいち

一さん
（上町）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

同一質問は議員間で
調整すべきでは

　令和元年１２月定例会の傍聴者数はのべ４６人でし
た。傍聴された方の中からインタビューを実施し、感
想や意見をいただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

　
　
　

現
在
の
塙
町
の
水

量
確
保
は
十
分
と
は
言
え

ず
、
町
民
の
命
を
守
る
水

源
確
保
は
必
要
で
あ
り
、

町
の
大
き
な
使
命
と
し
て

将
来
の
塙
町
の
繁
栄
を
見

据
え
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

飲
み
水
の
確
保
は

大
事
で
あ
り
、
検
証
し
な

が
ら
水
源
確
保
を
考
え
て

い
く
。

　
　
　

真
名
畑
ト
ン
ネ
ル

施
工
時
に
歩
道
下
へ
パ
イ

プ
が
埋
設
さ
れ
、
将
来
八

溝
山
か
ら
の
良
質
な
水
を

町
民
に
提
供
す
る
た
め
に

布
石
を
投
じ
た
が
、
新
た

な
水
源
確
保
に
八
溝
山
の

水
利
用
と
、
真
名
畑
ト
ン

ネ
ル
内
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
パ
イ
プ
利
用
の
調
査
の

考
え
は
。

　
　
　

将
来
、
水
の
安
定

供
給
を
図
る
事
に
な
れ

ば
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
確
保

さ
れ
て
い
る
施
設
利
用
も

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

八溝山の良質水と、真名畑トン
ネル内の埋設済みパイプ利用は
将来の安定供給が必要と
なれば、施設利用を考える

　
　
　

今
後
、
同
様
の
自

然
災
害
が
増
え
て
い
く
と

思
う
が
、
検
証
と
今
後
の

対
応
や
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
、
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　

被
害
防
止
策
を
今

後
十
分
検
討
し
、
今
年
度

中
に
強
靭
化
計
画
の
策
定

を
目
指
す
。

　
　
　

大
水
が
出
る
た
び

に
被
害
が
大
き
い
本
町
や

代
官
町
の
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
に
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
方
法

が
現
実
的
で
効
果
的
か
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　

町
は
災
害
時
に
町

内
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
、
連
携
確
保
の
体
制
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
く
考

え
は
。

　
　
　

連
携
が
取
れ
れ
ば

と
思
う
の
で
、
担
当
課
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

消
防
団
の
必
要
災

害
備
品
と
し
て
、
各
屯
所

に
水
害
時
に
使
え
る
ボ
ー

ト
を
備
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

ボ
ー
ト
も
必
需
品

と
思
う
の
で
購
入
を
検
討

し
た
い
。

　
　
　

災
害
時
の
人
材
育

成
に
「
防
災
士
」
の
資
格

取
得
の
考
え
は
。

　
　
　

検
討
す
る
時
期
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

代
官
所
跡
地
の
広

場
が
「
災
害
ゴ
ミ
の
仮
置

き
場
」
と
し
て
使
わ
れ
た

が
、
今
後
進
め
ら
れ
る
空

き
家
対
策
を
か
ら
め
都
市

計
画
の
協
議
の
中
で
、
災

害
時
等
に
活
用
で
き
る
多

目
的
広
場
の
確
保
の
考
え

は
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
の
中
で
必
要
と
考

え
、
十
分
に
検
討
検
証
を

し
た
い
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
行
く

台
風
19
号
の
検
証
と
今
後
の
対
応
や
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

　
「
子
供
と
高
齢
者
が
共
に
集
え
る
居
場
所
づ

く
り
に
つ
い
て
」・「
旧
常
豊
小
学
校
の
利
用
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
は
、
塙
町
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
議
会
だ
よ
り
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
が
視
聴
可
能
で
す
。

質
問

答
弁

塙町議会だより第 149号　18

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　　　慌
あわ

てず
　　　　焦

あせ

らず
　　　　　諦

あき

めず

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

19　塙町議会だより第 149 号

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

真名畑トンネル
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閉会中所管事務調査レポート

・日　　時　令和元年 10月 30日（水）
・場　　所　現地（各施設）
・出席委員　鈴木茂委員長ほか委員
　　　　　　（計６名）
・調査まとめ
（１）湯遊ランドはなわ施設整備状況
　　今年度遠赤外線低温サウナリニューアル
　工事や施設の維持補修、民間から寄附され
　た天体望遠鏡の設置等を行う計画。オープ
　ンから約 20年以上経過し施設の経年劣化
　が心配され、調査の結果約 5億円の改修
　費用が必要との事だが、総務省方式で試算
　すると約 9億円と開きがある。今後の改
　修にあたっては、効率的かつ効果的な改修
　により宿泊客や日帰り温泉客の増加につな
　がる事を期待する。現地調査では施設内に
　新設された高圧酸素カプセルやラドン室設
　置予定場所等を確認した。

（２）ダリア園施設整備状況
　　今年のダリアは花の生育が悪く、台風に
　よる悪天候で入園者が激減したとの事。次
　年度に向けての土づくりや新しい球根の導
　入、栽培指導者を町から一名担当させるな
　ど、栽培技術や品質管理等を徹底して行う
　旨の説明があった。委員から、園内の枕木
　による円形レイアウトが、ダリアの生育環
　境上不適ではないかとの意見があった。

経済常任委員会報告
湯遊ランドとダリア園の施設整備状況

・日　　時　令和元年 10月 24日（木）
・場　　所　委員会室
・出席委員　鈴木安次委員長ほか委員全員
　　　　　　（計：７名）
・調査まとめ
（１）行財政改革進捗状況
　　担当課より令和２年３月までの大綱策定
　スケジュール説明があり、パブリックコメ
　ントの募集や改革本部会議を実施予定との
　事。行財政改革大綱策定は、度重なる遅延
　で現在に至り、緊張感ある行政運営と現状
　を踏まえた内容ある大綱策定を望む。
（２）公共施設の管理状況
　　公共施設等総合管理計画は平成３１年３
　月に改定され、今後の人口減少や施設老朽
　化、財政状況等を踏まえた中長期的な計画
　となっている。これら施設の更新時期を迎
　えるものについて、整理統合も考えて多角

　的に検討してもらいたい。
（３）総括及び意見
　　厳しい財政状況や少子高齢化は全国的な
　課題であり、行財政改革や公共施設管理計
　画は行政運営の中心で計画策定が終わりで
　なく、定期的な見直しとスピード感をもっ
　て実行することが大切である。

総務常任委員会報告
行財政改革と公共施設管理状況

町の公共施設（体育館）

新施設予定箇所を見学する委員（湯遊ランド）

あの質問はどうなったのか？

　 　

　 　

　 　

　学校給食費は現状３割助成にとどまっ
ており、完全無償化を目指し５割助成を
次年度から実施すべきでは。

　農作物被害の拡大防止対策、農業従事
者の高齢化に対応した対策を町に求め
た。

　令和２年度から給食費無償化（全額補
助）を町の振興計画に載せた。

　個体数を減らすことが急務となり、箱
罠の管理は地域で行う。年間を通じて箱
罠やククリ罠による駆除要請。

　町の未来を担う子供達の体を作る給食
は食育の観点からも大事だ。はなわこど
も園開園までに３歳児まで拡充できるよ
う目指したい。

　ワイヤーメッシュによるイノシシ侵入
対策。地域ごとに 1,000mの資材を無料
配布し、作業は地域の無料ボランティア
活動。

議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

給食費５割補助を実施すべき
平成 30年 9月定例会

イノシシ駆除要請
平成 29年

令和元年振興計画に計上へ 箱罠の貸出を始める
令和元年

はなわこども園開園までに目指す 囲い罠（メッシュ網）資材無料配布

答弁 答弁

その後 その後
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１．表紙及び裏表紙について
＜表紙＞
・子供の写真は大変良い。屋外の写真であ
　ればなおよかった。
・写真がぼやけてしまったのが残念だが、
　活気ある子供達の写真は大変よかった。
＜裏表紙＞
・ランドの協力隊員の顔が分かる写真だと
　よかった。
２．９月定例会（決算審議含む）関連記事
　について
・議案審議結果一覧や補正予算など、定例
　会の内容が簡素にまとめられて読みやす
　い。
・決算審議は質疑ごと（ジャンル別）に表
　示されてわかりやすい。
・用語解説を充実させると見やすいのでは。

３．一般質問記事について
・各議員の質問が明確で熱意が感じられ読
　みやすい。
・見出しの「質問」「答弁」と付け加え、変
　化があり見やすい。
・扉のページにより、各議員の質問項目が
　一目でわかり見やすい。
４．後半ページについて（臨時会、委員会
　レポート、議会の動き）
・臨時会は内容縮小で見やすく、追跡レポー
　トは町民目線のいい企画。委員会レポー
　トは議員の熱意が感じられる。
５．その他ご意見
・各ページの端にインデックス形式でペー
　ジを検索しやすくしてはどうか。
・ページ数が少なく予算や決算内容は詳細
な説明文が欲しい。別冊や増刊号にしても
良い内容で今後検討してほしい。

　

　

今
ま
で
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
前

は
、
議
会
だ
よ
り
を
流
し
読
み
す

る
程
度
で
し
た
が
、
こ
の
度
ご
縁

を
い
た
だ
き
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、

隅
々
ま
で
読
む
良
い
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
個
人
的
な
一
番
の

見
ど
こ
ろ
は
一
般
質
問
で
す
。
各

議
員
が
ど
の
よ
う
な
分
野
で
、
ど

の
よ
う
な
質
問
を
し
、
ど
の
よ
う

な
答
弁
が
あ
っ
た
の
か
。
教
育
、

農
業
、
健
康
福
祉
な
ど
様
々
な
問

題
を
議
員
は
町
の
未
来
の
た
め
に

質
問
さ
れ
て
い
る
の
で
、
素
敵
な

町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
次
回

の
議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
。

金
かなざわ

澤　秀
ひでき

紀
（植田）

一
般
質
問
は
町
の
未
来
の
た
め
に

一
般
質
問
は
町
の
未
来
の
た
め
に

　前回 10 月 18 日発行の議会だより 148 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
、
議
会
だ
よ
り
に
よ
く
目
を
通

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
と

比
べ
見
や
す
い
誌
面
で
、
一
般
質

問
の
ペ
ー
ジ
は
答
弁
も
書
か
れ
て

お
り
、
用
語
の
解
説
や
内
容
も
わ

か
り
や
す
い
表
現
で
丁
寧
に
作
ら

れ
て
い
る
印
象
で
す
。
議
会
だ
よ

り
を
見
る
と
議
会
を
傍
聴
し
た
よ

う
な
感
じ
も
個
人
的
に
し
ま
す
。

議
員
の
み
な
さ
ん
も
た
く
さ
ん
の

課
題
を
抱
え
る
中
で
、
町
民
の
要

望
に
応
え
な
が
ら
活
発
な
議
員
活

動
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
活
動
内
容
を
周
知
す

る
一
番
の
ツ
ー
ル
が
こ
の
議
会
だ

よ
り
で
あ
り
、
議
会
や
行
政
に
関

心
を
持
つ
人
が
一
人
で
も
多
く
な

る
よ
う
な
誌
面
を
こ
れ
か
ら
も
期

待
し
ま
す
。　

斉
さいとう

藤　修
しゅういち

一
（代官町）

議
会
傍
聴
し
た
よ
う
な
誌
面
づ
く
り

議
会
傍
聴
し
た
よ
う
な
誌
面
づ
く
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和元年１０月１日～令和元年１２月３１日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

元.10.1 茨城県高萩市議会との県道整備促進関連研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

元 .10.3 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .10.8 全員協議会（官製談合疑惑説明） ○ 忌引 ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○

元 .10.9 広報常任委員会（議会だより編集） ○ 忌引 ○ 私用 ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .10.10 東白川地方議会議員研修会 ○ 忌引 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .10.17 全員協議会（町内台風被災箇所視察） ○ ○ ○ 遅参 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

元 .10.24 総務常任委員会（所管事務調査） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

元 .10.30 福島県猪苗代町議会視察（議会広報関係） 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○

元 .10.30 経済常任委員会（所管事務調査） 私用 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

元 .11.5-7 総務・経済常任委員会合同視察研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

元 .11.18 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .11.22 議会報告会・意見交換会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.2 議会運営委員会（臨時会議案） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .12.2 12 月臨時会（百条委員会設置） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.2 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.2 全員協議会（議案に係る個人情報取り扱い） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

元 .12.4 予算決算常任委員会所管事務調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.4 議会運営委員会（12月定例会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .12.9 全員協議会（定期監査報告など） ○ ○ ○ 遅参 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.12 12月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.12 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

元 .12.12 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

元 .12.12 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .12.13 12月定例会（2日目：一般質問6名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.16 議会運営委員会（追加議案） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .12.16 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.16 12 月定例会（最終日：一般質問 4名、議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.16 定住促進住宅新築工事事務調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .12.16 議会運営委員会（定例会検証） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と

して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、

忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

議会のできごと

 10⽉ 17⽇（⽊）午前 10時から全員
協議会を開催。台⾵ 19号による町内の
被災箇所を総務課⻑及びまち整備課⻑の
随⾏説明で調査しました。まず代官町の
浸⽔箇所と付近の災害ゴミ仮置き場の現
状を視察し、その後板庭から川上地内に
かけて河川や堤防の破損、⽊野反地内の
県道崩落現場など町内を回りました。⼀
⽇でも早い被災箇所の復旧と、被災者⽀
援に向けて町と議会が⼀丸となって取り
組みます。

台風19号による
町内被災箇所を調査

議
会
傍
聴
し
た
よ
う
な
誌
面
づ
く
り

一
般
質
問
は
町
の
未
来
の
た
め
に

那倉地区の河川被災地を視察



次回の３月定例会は
３月２日（月）からの予定です。

場所　役場２階　議場
（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）
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皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：塙柔道スポーツ少年団
活 動 場 所：塙町営体育館
団　　　長：近藤邦男（090－8784－0804）
会　　　員：10名

子供から大人まで厳しくも楽しい練習で頑張っています
　塙柔道スポーツ少年団は、塙町柔道講座を

前身に 1997 年（平成 8 年）に正式結成し今

年で 24 年目を迎えました。柔道には、創設

者が掲げた「精力善用・自他共栄」で、練習

の目的は身体の鍛錬、精神の修養により、人

格の形成を図り、社会に貢献することで、日々

練習に励んでいます。活動内容は、塙町営体

育館柔道場において週 2回水曜日（午後 7時

から）、土曜日（午前 9時または午後 7時から）

の 2から 3時間練習を実施しています。また

各種大会や合同練習等への参加をし、他地区

の選手との交流を図るとともに柔道技術の向

上に努めています。現在まで、福島県大会を

勝ち抜き全国小学生大会、中学生大会、イン

ターハイに出場、また今年 3月に群馬県で開

催予定の全国高校生柔道選手権にも出場する

など活躍しています。柔道に興味がある方や

練習を見てみたいという方は、練習日にご自

由に見学してみてください。　
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台
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今
年
は
災
害
の
な
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年
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あ
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丸
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次
号
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後
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ご
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い
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日々練習に励んでいます

あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか
あなたも議会を
傍聴してみませんか


